
データヘルス計画の推進と
いわて健康経営宣言事業への取り組み

平成２８年３月２２日

※「健康経営」はNPO法人健康経営研究会の登録商標です。

IISEシンポジウム「eHealthによる持続可能社会の構築」



協会けんぽの概要

１

＜岩手支部の概況（平成27年5月）＞
■事業所数 17,056事業所
■加入者数 414,684人（被保険者251,178人、被扶養者163,506人）



データヘルス計画とは

２

データヘルス計画の背景

●社会環境の大きな変化を背景に、健保組合等には効果的な保健事業
の実施が期待される

●「日本再興戦略」の重要施策“国民の健康寿命の延伸”の実現のた
め、健保組合等にデータヘルス計画の実行等が求められる

死因に占める生活習慣病の割合 年齢階級別心疾患死亡率



データヘルス計画とは

３

データヘルス計画のねらい

●データヘルス計画は、科学的なアプローチにより事業の実効性を
高めていくことがねらい

●その特徴は、被用者保険の特徴を踏まえた次の点：①特定健診・
レセプトデータの活用、②身の丈に応じた事業範囲、③事業主と
の協働（コラボヘルス）、④外部専門事業者の活用



データヘルス計画とは

４

他の施策・計画との関係

●特定健康診査等実施計画とは相互に連携して策定

計画の期間および公表・周知

●第１期は、平成27年度～平成29年度（３年間）、第２期は「特定
健康診査等実施計画（第３期）」に合わせて策定

●「「日本再興戦略」改訂2014」は、健康経営を促し、健保組合等
と事業主の協働を促進

●データヘルス計画をホームページ等で公表し、関係者へ周知

岩手支部データヘルス計画「いわて健康経営宣言事業」の掲載ページ



「いわて健康経営宣言」事業に取り組む背景

５

生活習慣病の実態
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「いわて健康経営宣言」事業に取り組む背景

６

中小企業経営者が考える「会社の健康づくり」

⇒ 6割近くの経営者が影響を受けたと感じています。

⇒ 9割以上の経営者が取り組みたいと考えています。

⇒ 健診、保健指導は大切と考えています。

⇒ 健診、健康情報の提供は大切と考えています。

※平成27年3～5月にアクサ生命が全国47都道府県の
中小企業経営者に行ったアンケート結果より



「いわて健康経営宣言」事業の目的と目標

７

本事業の目的

岩手県では、喫緊の健康課題である脳卒中死亡率ワースト１から
の脱却とともに、健康寿命の延伸を図るため「岩手県脳卒中予防
県民会議」を平成２６年７月に設立し、県民や県内各機関・団体
等が一体となって脳卒中の予防等防止対策の取組を開始しました。

そこで、岩手支部では、岩手県と連携して「岩手県脳卒中予防県
民会議」の取組を実施し、併せて各経済団体、企業等と連携して
岩手支部加入事業所に対して「健康経営」の取組を進めることに
より、県民及び加入者の脳卒中死亡率ワースト１からの脱却を
目的に、本事業を実施します。

○

○



「いわて健康経営宣言」事業の目的と目標

８

本事業の目標



「いわて健康経営宣言」事業の取組内容

９

対 象

協会けんぽ岩手支部の適用事業所

事業スタート

（参考：平成27年5月末現在 適用事業所17,056件）

平成27年9月18日（金）

主催・後援

主催 協会けんぽ岩手支部

後援 岩手県、岩手県商工会議所連合会

岩手県商工会連合会、岩手県中小企業団体中央会

宣言事業所数

165事業所
（平成28年1月6日現在）



「いわて健康経営宣言」事業の取組内容

10

健康経営宣言の全体像



「いわて健康経営宣言」事業の取組内容

11

健康経営宣言による効果



「いわて健康経営宣言」事業の取組内容

12

事業主による健康経営宣言 「健康づくりメニュー」に取り組むことを宣言します



「いわて健康経営宣言」事業の取組内容

13

健康経営宣言のステップ



「いわて健康経営宣言」事業の取組内容

14

健康づくりメニューへの取組み

生活習慣病予防健診のメリット



「いわて健康経営宣言」事業の取組内容

15

健康づくりメニューへの取組み

生活習慣病予防健診のメリット



「いわて健康経営宣言」事業の取組内容

16

健康づくりメニューへの取組み

特定保健指導とは？
生活習慣病予防健診を受けられた皆様の健康維持・管理のために、
保健師・管理栄養士が事業所を訪問して行います。費用は無料です。



「いわて健康経営宣言」事業の取組内容

17

健康づくりメニューへの取組み

特定保健指導とは？



「いわて健康経営宣言」事業の取組内容

18

健康づくりメニューへの取組み



「いわて健康経営宣言」事業の取組内容

19

健康づくりメニューへの取組み

スモールチェンジとは、「食事では真っ先に野菜から食べる」「お茶碗のサイズを一回り小さくす
る」「朝5分だけストレッチを行う」というように、敷居の高くない健康行動を始める・続ける・増
やすことです。社内にポスターを掲示し、社員にリーフレットを配布し、我が社に合った取組みを、
取組み例を参考にお決めいただくいただき、社員の皆様へスモールチェンジ活動をお勧めください。



「いわて健康経営宣言」事業の取組内容

20

健康づくりメニューへの取組み

スモールチェンジ活動の取組み例



「いわて健康経営宣言」事業の取組内容

21

その他の取組み

個人ごとの健診結果と医療費でデー
タを、事業所単位でまとめ、傾向をグ
ラフなどで見える化した事業所単位の
健康度がわかる通信簿です。同業他社
との順位比較で自社の位置、健康課題
を確認いただき、健康宣言による健康
への取り組みを通して、事業所単位で、
できることから始めていただくことが
できます。

ヘルスケア通信簿
（２８年度から導入予定）



「いわて健康経営宣言」事業の取組内容

22

その他の取組み



「いわて健康経営宣言」事業の取組内容

その他の取組み

23



「いわて健康経営宣言」事業の取組内容

その他の取組み

24

ＩＴの活用による禁煙支援（予定）

・禁煙を実行する意欲のある加入者に対して、ニコチンパッチを使用し、ＩＴを
活用した禁煙支援プログラムによる禁煙支援

・参加者に禁煙支援プログラム（8週間）のＩＤとパスワードを付与し、薬剤師
等の指導者が定期的にインターネットやスマホ等を通じて禁煙支援

・ニコチンパッチの費用負担は、1週目分は協会負担、2～8週目分は参加者負担



「いわて健康経営宣言」事業の取組内容

25

その他の取組み（予定）



「いわて健康経営宣言」事業の課題と対策

26

松レベル

竹レベル

梅レベル

業種業態の特性に合わせた職場の健康づくり参加事業所

岩手支部の支援を活用し、
健康づくりに積極的に取り組む事業所

いわて健康経営宣言４項目を主に取り組む事業所

・健康診断の実施（生活習慣病予防健診）
・社員の生活習慣改善を支援（特定保健指導）
・検査・治療の推奨
・スモールチェンジ活動の推奨
・個人の健康管理のためのインターネットサービス

「梅レベル」に加えて
・ＩＴの活用による禁煙支援
・テーラーメイド新聞作成サービス 他

「竹レベル」に加えて
・健康づくりメニュー、年間サポート計画の作成
・テーラーメード新聞の作成
・セミナーの開催 他

未宣言

取
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（年間5事業所）

（少ない）

（加入事業所の大多数）

事業所の取組内容のイメージ


